
図書館機能を活用した
教育・学習支援

平成26年度「学習教育研究フォーラム」（平成27年3月10日）
パネルディスカッション『学生の主体的な学修を支援する』
新潟大学附属図書館（学術情報部学術情報サービス課）長谷川 順子
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１．図書館に関するテーマで全学FDを開催

ó 平成24年度
能動的な学習を支援するラーニング・
コモンズ～新図書館を拠点として～

ó 平成25年度
アクティブ・ラーニングを支援する
新図書館の可能性

ó 平成26年度
ラーニングアドバイザーを
活用した学習支援の可能性

Ｈ26会場風景 ライブラリーホール2



平成２４年度
能動的な学習を支援するラーニング・
コモンズ ～新図書館を拠点として～

増改修後の図書館
機能や施設の使い
方について提案
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新しい図書館の機能
■ラーニング・コモンズ機能
ó 学生の共同的・自立的な学習のための快適かつ
機能的な環境を提供し，ネットワークを活用し
た情報の収集・加工・発信のための施設や人的
支援を提供する
■アーカイブ機能
ó 新潟大学が収集した学術資料を整理・保管して
共同利用に供したり，学内で生産される学術情
報の電子化して蓄積し，発信する
■インフォメーションラウンジ機能
ó 学外の人が立ち寄ることのできるラウンジ的機
能を備え，受験生，地域住民．卒業生，学生・
教職員が気軽に交流できる場所を提供する
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図書館施設の利用について
ó 情報リテラシー教育に関する人的支援

情報検索ガイダンスを実施

ó 学生の共同的・自立学習を支援
学生による知的交流活動
学生自身の学習経験をいかしたラーニングアドバイザー
授業外の自主学習
課題解決のためのグループ学習を支援

ó 語学学習と国際交流支援：ＦＬ－ＳＡＬＣの開設
ó ＦＤに関わる活動（研修会）を支援
ó 貴重資料を利用した授業の場を提供
ó インフォメーションラウンジの活用
ライブラリーホルーで学会やシンポジウムを開催
ラウンジを利用した研究成果のポスター展

ó カフェなど長時間滞在型のアメニティ環境
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平成２５年度
アクティブ・ラーニングを支援する
新図書館の可能性

ラーニング・コモンズ
の活用について
事例報告
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例１情報リテラシー教育と授業連携
■授業連携の目的
ó 学習空間としてのラーニング・コモンズの存在と機能
を利用者に印象づける。

■ラーニング・コモンズの利活用
ó 教員の潜在的要求（グループ学習・課題解決型授業・
図書館を活用した授業・
オープンな授業）に新しい
学習空間を提供する。

■授業利用(H25) 73回 2,349人
ワーキングエリア 4回 423人

ó ＩＣＴ講義室 43回 1,232人
ó プレゼンエリア 24回 631人
ó インフォメーションラウンジ

2回 59人

経済学部 「スタディ・スキルズ」 7



成果①：レポートでの利用文献の変化

成果②：図書館の利用頻度の増加

多くの学生が図書館を利用（テーマ発見の自習）

 書籍 論文 書籍 or 論文 提出数 

2012 年度 51 20 62 110 

46.4% 18.2% 56.4% 

2013 年度 95 20 97 102 

93.1%  19.6% 95.1% 

 

図書館ガイダンスの成果

第32回全学FD(2014.1.31)中東雅樹先生のプレゼン資料より引用 8



例２ＦＬ-ＳＡＬＣ開設
(Foreign Language Self-Access Learning Center)

ó 英語・初修外国語学習関連図書・教材

ó 英語学習アドバイザーによる個別カウンセリグ、

ミニ・ワークショップ

ó 教員による自由参加型のテーマ別グループ学習
ó 留学生チューターとの外国語での自由会話チャット

ó 利用者のガイド役FL-SALCアシスタント
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英語学習アドバイザーによる個別
カウンセリング<利用者の声>
ó どうやって勉強しようか悩んでいたので、大変参考
になりました。学習に行き詰ったらまた利用したい
です。

ó 理系で英語に興味を持っている人は少ないので、こ
ういった機会は貴重で、モーチベーションが上がり
ました。

ó 英語の苦手な分野や試験への対策を丁寧に教えてい
ただけました。すごく相談しやすい雰囲気でした。

ó 定期的に学習状況をチェック
してくださるとのこと、
とてもありがたいです。

第32回全学FD(2014.1.31)ハドリー浩美先生のプレゼン資料より引用 10



ラーニング・コモンズを活用した
外国語学習支援スペース
（ＦＬ－ＳＡＬＣ）の整備
教育組織等と連携した学修・教育支援の取り組み

ó文部科学省HPで

「平成25年度

大学図書館の先進的な

取り組みの実践例」

として紹介された

ó http://www.mext.go.jp/a_menu/kaihatu/jouhou/1341375.htm
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平成26年度
ラーニングアドバイザーを活用した
学習支援の可能性

直接的な授業支援
やライティング支
援に関わる報告と
意見交換
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基調講演：金沢大学附属図書館における
学習支援の取り組み

金沢大学大学教育開発･支援センター 久保田進一先生

ó ビブリオバトルの開催（前期3回・後期3回）
学生に本に触れる機会・プレゼ能力・議論する力

ó 学生支援相談所の開設（火曜日16：00-18：00）
講義ノートの取り方・講義の聞き方

論文の探し方･レポートの書き方

ó ＬＡ(ラーニングアドバイザー)の導入
教員がLAを授業の予習復習の支援やレポート
添削支援として活用

ミニレクチャー・ライティング・レポート添削

16科目のべ3,176人を支援 (Ｈ26.4～12実績)
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・授業のある期間 13：00～16：00  
・教員推薦の大学院生を選考
・学習経験や専門分野，得意分野を
いかして，下級生の学習サポート
・履修登録相談，情報検索，PC操作，
学習相談
・経費は学生スタッフ制度を利用
・授業に密着したライティング支援を
検討

ラーニングアドバイザーの活用
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学生の学習成果を発
表したいのですが… プレゼンエリアを

使って発表してみて
はいかがですか？

◆授業利用106回
およそ2,880人

図書館職員による授業支援

図書館を活用した授業を、教員の要望や授業の目的に
あわせて、職員が支援する

平成26年4月～
平成27年2月の実績

1
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図書館を活用した授業の実践例

人文学部 「歴史文化学B」 教養科目 「わが学問・教育」

教養科目「基礎英語」キャリアセンター 「社会とキャリア選択Ａ」 16



図書館の目標

学生の主体的学修を促進するため
教育組織と連携して授業に密着した

関連事業を実施するとともにラーニング
コモンズを質的に整備拡充する。

学生協働
「レポートの書き方」を作成

学習支援
シラバス掲載図書の電子書籍導入

授業支援
ラーニングアドバイザーを活用
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「附属図書館，教育・学生支援
機構連絡協議会」の設置(H27.2)

ó (1)主体的学習に資する具体的な方策の企画，
実施及び評価に関すること

ó (2)図書館が有する教育学習機能や施設・設備を
利用した授業等の実施に関すること

ó (3)FL-SALCの機能強化に関すること
ó (4)図書館機能を活用した修学支援を必要とする
学生等の学内ワークスタディに関すること

ó (5)主体的学修をテーマとしてFD･SDに関すること
ó (6)主体的学修に対する他大学の
取組み状況等情報収集及び

共有に関すること

おわり

図書館機能の利活用を通して,学生の主体的学修を支援する
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